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元
冠
の
艇
石

能
古
中
学
校
の
正
面
玄
関
に
四
角
柱

状
の
大
き
な
石
が
置
い
て
あ
り
、
傍
の

木
札
に
、

「碇
石
　
昭
和
７
年
　
内
務

省
に
よ
る
博
多
港
修
築
工
事
中
に
浚
渫

船
野
田
丸
に
よ

っ
て
発
見
引
き
上
げ
ら

れ
た
。
今
よ
り
７
０
０
年
の
昔
、
元
冠

の
時
、
蒙
古
軍
船
の
碇
と
伝
え
ら
れ
る
。

寄
贈
者
　
石
橋
　
勝
」
と
あ
る
。

碇
石
は
長
さ
９０

ｃｍ
、
高
さ
３０

側
、
幅

２０

硼
、
不
整
形
の
角
柱
状
を
な
し
、　
一

方
が
僅
か
に
細
い
。
中
粒
の
凝
灰
質
砂

岩
か
ら
な
り
、
１
～
２

側
間
隔
の
弱
い

層
理
を
有
す
る
。
淡
褐
灰
色
を
呈
す
る

塊
状
の
中
硬
岩
で
あ
る
。

か
つ
て
、
文
永
の
役

（１
２
７
４
）

に
元
軍
２
万
、
一局
一麗
軍
１
万
数
千
、
軍

船
９
０
０
艘
が
博
多
湾
に
襲
来
し
、
弘

安
の
役

（１
２
８
１
）
で
は
、
高
一麗
の

合
浦

（馬
山
）
を
出
た
東
路
軍
と
中
国

の
寧
波
を
出
た
江
南
軍
に
分
か
れ
、
博

多
湾
に
は
東
路
軍
４
万
２
千
、
軍
船
９

０
０
捜
が
案
来
し
た
。
さ
て
、
能
古
島

で
保
存
さ
れ
て
い
る
の
は
何
方
の
軍
船

の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
碇
石
は
山
口
及
び
北
部
九

州
の
各
地
で
多
数
保
存
さ
れ
、
石
材
に

つ
い
て
も
凝
灰
質
砂
岩
と
花
闘
岩
の
２

種
類
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
凝

灰
質
砂
岩
の
産
地
と
し
て
明
ら
か
な
も

の
は
、
宮
崎
宮
保
管
の
韓
国
全
羅
南
道

長
興
南
方
の
天
冠
山
で
あ
る
。

［地
層

は
慶
尚
層
群
新
羅
統
で
あ
り
、
日
本
の

関
問
層
群
下
関
亜
層
群

（自
亜
紀
前
期

約
１
億
２
千
万
年
前
）

に
対
比
さ
れ

る
］
。
ま
た
、
元
軍
は
弘
安
の
役
の
た
め
に

亘
麗
に
軍
船
と
し
て
大
船
３
０
０
艘
、

中
船
３
０
０
艘
、
小
舟
３
０
０
般
を
造

ら
せ
た
と
あ
り
、
天
冠
山
の
碇
石
は
こ

の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、

宮
崎
宮
の
碇
石
は
長
さ
２
８
０

側
、
高

さ
最
大
３５

側
ヽ
幅
最
大
２０

伽
と
大
き
く
、

こ
れ
を
大
船
の
も
の
と
す
れ
ば
（
能
古

島
の
も
の
は
長
さ
が
１
／
３
程
度
な
の

で
、
こ
れ
は
２
個
の
碇
石
を
両
側
に
着

け
て
中
船
に
使
用
し
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

な
お
、
長
崎
県
北
松
浦
郡
鷹
島
に
も

多
数
の
碇
石
が
あ
り
、
最
近
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
放
射
性
元
素
に
よ
る
年
代
測

元冠の碇石  (5月 末日迄当館展示中)丸 尾圭祐氏撮影
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城ノ浦の不整合 小サ11 誠氏撮影

定
の
結
果
、
中
国
福
建
省
産
の
ア
ル
カ

リ
花
南
岩

（１
億
１
千
万
年
前
）
で
あ

る
こ
と
が
分
か

っ
た

（鈴
木

・
唐
木

田

・
鎌
日
、
２
０
０
０
）
。
こ
れ
は
ア

ル
カ
リ
花
闘
岩
が
韓
国
に
は
な
い
こ
と

及
び
江
南
軍
が
鷹
島
に
襲
来
し
た
事
実

な
ど
か
ら
、
十
分
に
納
得
で
き
る
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
能
古
中
学
校
の

碇
石
は
、
石
材
の
産
地
か
ら
東
路
軍
の

も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

城
ノ
浦
の
不
整
含

城
ノ
浦
の
不
整
合
は
、
三
郡
変
成
岩

と
古
第
二
紀
層
と
の
境
界
で
あ
る
。
能

古
郵
便
局
の
北
東
３
０
０

ｍ
の
道
路
沿

い
の
大
き
な
礫
岩
の
下
に
小
さ
な
凹
み

が
あ
り
、
そ
こ
で
見
ら
れ
る
。

地
質
時
代
で
言
え
ば
古
第
二
紀
の
始

新
世
、
今
か
ら
約
５
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
万
年
前
、

こ
の
地
域
で
は
陸
地
が
沈
降
し
、
海
が

内
陸
部
に
入

っ
て
き
た
。
そ
の
海
の
底

に
、
下
か
ら
礫
岩
、
砂
岩
の
順
で
地
層

が
推
積
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
姪
浜
、

野
間
の
方
ま
で
続
く
地
層
で

（
一
部
は

陸
上
に
堆
積
し
た
も
の
も
あ
り
、
石
灰

層
や
木
の
葉
の
化
石
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
）
、
こ
こ
能
古
島
の
地
層
が
福
岡

地
域
の
古
第
三
紀
層
の
始
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
る
。

海
が
陸
地
に
侵
入
す
る
、
す
な
わ
ち
、

海
進
の
時
に
で
き
た
新
し
い
堆
積
層
の

最
下
部
に
は
礫
岩
層
が
あ
り
、
そ
の
礫

岩
を

「基
底
礫
岩
」
と
呼
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
基
底
礫
岩
の
下
の
地
層

の
接
触
面
は
、
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の

侵
食
面
で
あ
り
、
堆
積
が
不
連
続
で
あ

る
た
め
に
、
そ
の
侵
食
面
を

「不
整
含

面
」
と
呼
ん
で
い
る
。

城
ノ
浦
地
点
で
は
、
片
理
面
が
急
傾

斜
し
た
三
郡
変
成
岩
の
黒
雲
母
片
岩
の

上

に
、
古
第
三
紀

層

の
基
底
礫
岩
が

「不
整
合

の
関
係
」

で
載

っ
て

い
る
。

こ
の
礫
岩
は
緩
く

南

に
傾
斜
し
て
い

る
が
、
そ
の
勾
配

に
沿

っ
て
海
岸

に

目

を

走

ら

せ

る

と
、
基
底
礫
岩
は

島

の
南
端
か
ら
遇

か
姪
浜

の
地
下

に

潜

っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

す
な
わ
ち
、

こ

の
不
整
合

の
露
頭

に
立

て
ば

、

「
福

岡
炭
田
こ
こ
に
始

ま
る
」
と
感
慨
深

い
も

の
が
あ

り
、

こ
の
た
め
、
地
質

学
を
学
ぶ
者
誰
し

も
が
、

こ
こ
を
天

然
記
念
物
と
し
て

保
存
す
る
こ
と
を

強
く
願

っ
て
い
る
の
が
分
か
る
で
あ
ろ

つヽ
。（小

さ
い
凹
み
の
中
で
、
基
底
礫
岩

の
下
の
黒
雲
母
片
岩
は
風
化
が
進
み
、

四
み
が
次
第
に
大
き
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
不
整
含
面
で
は
非
常
に
長
い
地
質

時
代
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
に
気
付

い
て
欲
し
い
。
な
お
、
海
岸
で
は
黒
雲

母
片
岩
の
上
面
が
侵
食
さ
れ
、
不
整
含

面
は
砂
に
隠
れ
て
見
え
な
い
。
）

ぬ
め
り
石

昔
、
博
物
館
の
裏
道
に
ぬ
め
り
石
と

呼
ぶ
黒
い
石
が
顔
を
出
し
て
い
た
そ
う

だ
。
北
浦
海
岸
の
黒
雲
母
片
岩
と
同
じ

も
の
だ

っ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、

今
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
排
水
溝
の
下
あ

た
り
に
隠
れ
て
見
え
な
い
よ
う
だ
。
こ

の
地
点
は
地
質
図
で
は
古
第
二
紀
層
の

分
布
範
囲
で
は
あ
る
が
、
実
は
、
そ
の

下
の
浅
い
所
に
黒
雲
母
片
岩
が
隠
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
質

情
報
が
集
ま
れ
ば
能
古
島
の
地
質
図
の

精
度
が
向
上
す
る
の
で
、
今
後
共
、
皆

様
か
ら
の
情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
た

い
と
思

っ
て
い
る
。

（次
号
に
続
く
）
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◆
昔

の
塾
　
今

の
塾

昔
も
今
も
、
塾
と

い
う
も
の
が
塾
生
相

互
の
切
確
琢
磨

に
よ
る
学
問
技
芸
の
向
上

を
め
ざ
す

「志
」
に
お
い
て
、
変
わ
る
所

は
な

い
。
た
だ
大
き
く
異
な
る
の
は
、
音

―
―

と
い
っ
て
も
江
戸
時
代
の
漢
学

の
私

塾
の
事
な
の
だ
が
―
―

は
必
ず
し
も
塾
生

か
ら
は
授
業
料

（束
修
＝
そ
く
し
ゅ
う
）

を
徴
収
で
き
た
わ
け
で
は
な
か

っ
た
と

い

う
事
で
あ
る
。

親
元
が
そ
ば
に
あ
る
通
学
生
な
ら
ま
だ

し
も
、
他
郷
か
ら
笈
を
負
う
て
、
来
た
り

学
ぶ
塾
生

に
つ
い
て
は
、
入
門
の
束
修
は

納
め
ら
れ
た
に
し
ろ
、
そ
の
後

の
事
ま
で

は
わ
か
ら
な

い
。
送
金
方
法
に
し
て
も
思

う
ま
ま

に
ま
か
せ
ら
れ
な

い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
私
塾

の
経
常
と
し
て
は
他
郷
の
塾

生
が
増
え
る
に
つ
れ
、
食
費
な
ど
の
面
で

経
済
的
に
吉
労
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

し
か
し
他
国
か
ら
迄
か
に
来
た
り
学
ぶ

者
は
、
先
生

の
学
徳
を
慕

っ
て
こ
そ
集
ま

る
の
で
あ
り
、
束
修

の
有
無
を
無
下

に
は

問
え
な

い
。
亀
井
塾

の
み
で
な
く
ど
の
有

名
私
塾

に
と

っ
て

も

、
塾
生

の
増
加

は
嬉

し

い
こ
と

で

は
あ

る
が
、

そ

の

点

は
悩

み

で
あ

っ

た
。

亀
井
本
学
を
支
一え
！た
！女
た
ち
０

昭
陽
圭
〓
イ
チ
！
下

謂
隣
郷
車孵
筆
卒華

◆
亀
井
塾
の
赤
字
補
填

亀
井
塾
に
は
最
盛
期
三
十
か
ら
四
十
の

在
塾
生
が
お
り
、
う
ち
約
半
数
が
他
郷
か

ら

の
寄
宿
生

で
あ

っ
た
と

い
う
。
亀

井
学

は
荻
生
徊
徐

の
古
文
辞
学

の
系

統

に
あ

り
、
学
問

と
し
て
甚
だ
難
解
。

そ
れ

に
も
係
わ
ら

ず
遠
方

か
ら
集

っ

て
く
れ

る
塾
生

に

は
、
相
応

の
配
慮

を
要

し
た

で
あ

ろ

「ヽノ。現
在
な
ら
公
的
援
助
も
考
え
ら
れ
よ
う

が
、
キ
時

の
状
況
で
は
期
待
で
き
よ
う
は

ず
も
な

い
。
昭
陽
の
十
五
人
扶
持

⌒年
間

米
七
十
五
俵
）
の
薄
給
で
は
勿
諭
足
り
な

い
。塾

の
維
持

の
た
め
の
主
な
赤
字
補
填

の

方
述
と
し
て
次

の
事
が
考
え
ら
れ
る
。　
一

は
昭
陽
が
稼
ぎ
出
す
書
の
潤
筆
料

（謝
礼
）

二
は

「習
字
塾
」

の
営
み
三
は
ス
ポ
ン
サ

ー

（後
援
者
）
の
資
金
援
助
で
あ
る
。

◆

昭
陽
の
援
文
と
揮
毒

南
冥
や
昭
陽
の
書
や
文
は
、
当
時
の
筑

前
に
お
い
て
は
こ
れ
を
求
め
る
者
が
多
く
、

所
持
す
る
こ
と
は
大
き
な
ス
テ
ー
タ
ス

・

シ
ン
ボ
ル
で
も
あ

っ
た
し
、
こ
の
こ
と
は

世
間
の
広
い
階
層
に
浸
透
し
て
い
た
。

一
例
と
し
て
、
蜂
山
日
記
の
冒
頭
の

一

節
を
あ
げ
よ
う
。
昭
陽
が
蜂
火
台
の
香
人

と
し
て
鞍
手
郡
六
ケ
岳

に
登
山
す
る
際
、

麓
の
家
に
立
ち
寄
る
記
述
で
あ
る
。
【以
下

は
読
み
下
だ
し
文
】

「山
民
ノ
莉
榛

（雑
木
）
フ
杵
リ
テ
家
ス

ル
者
ア
リ
。
笠
ヲ
撤

（か
か
）
ゲ
テ
之
フ

覗

⌒う
か
が
）
フ
ニ
敗
障

（や
ぶ
れ
障
子
）

二
李
白
ノ
客
中
行
フ
書
ス
。

字
々
侃
俄

（大
き
く
勢
い
よ
く
書
か
れ
）

王
山

マ
サ

ニ
憤

（く
ず
れ
）
ン
ト
ス
。
老

費
清
作
ナ
ル
者
ア
リ
。

年
七
十
　
日
ク

「是

レ
二
十
年
前
、
亀

井
主
水
君

（南
冥
の
こ
と
）
金
崎

⌒鐘
崎
）

二
遊
ビ
、
酒
間

二
賜

フ
所
ナ
リ
」
卜
。
之

ヲ
視

レ
バ
家
君
ノ
図
印

焔

然

⌒明
ら
か
）

タ
リ
。

関
防

⌒書
の
冒
頭
に
押
す
印
）
「気
　
万

丈
ノ
虹
フ
吐
ク
」
ト
ロ
フ
。

尊
名

ハ
陰
文
尊
字

ハ
陽
文
。

三
顆

（書
の
末
尾
の
三
組
の
印
章
）

ハ

皆
小
野
英
元
ノ
蒙
刻
ス
ル
所
ナ
リ
。

余
国
ク

「山

二
霊
ア
リ
、
莉
榛
ノ
中
我

ガ
父
二
辺
近

（で
っ
く
わ
）
セ
リ
」
卜
。

驚
キ
テ
日
ク

「官
人

ハ
是
レ
里
太
郎
君

⌒昭
陽
の
こ
と
）
力
。

君
ノ
書
モ
蔵
ス
閤
板
上

二
在
り
」
卜
。

既

ニ
シ
テ
嘆
ジ
テ
日
ク

「堂
々
タ
ル
高

士
、　
丁

一何
ゾ
卑
シ
キ
ナ
ル
カ
」
卜
。
新

泡
茶

二
匝
ヲ
畷
リ
テ
出
ツ
」

昭
陽
の
四
十
六
歳
か
ら
六
十
二
歳

に
及

ぶ
目
記

「空
谷
日
記
」
を
読
む
と
、
実
に

多
数
の

「額
書
フ
乞
フ
」

「字
フ
需
ム
」
等

の
依
頼
が
あ
る
。

漠
詩
添
削

・
弾
文

（石
に
刻
ん
で
後
世

に
示
す
文
）

・
訴
文

（そ
の
死
を

い
た
む

文
）

・
画
賛

（画
家
の
描

い
た
肖
像
画
に

添
え

る
文
）

・
掛

け
軸

・
扇
面

（
せ
ん

す
）

・
一痛
額

・
神
社
の
峨
等
々
。

こ
れ
ら
は
依
頼
者
の
依
頼
目
的

に
応
じ

て
、
時
宜
と
立
場
を
勘
案
し
、
相
手
の
立

場
に
あ

っ
た

「時
処
位
」
を
わ
き
ま
え
た

も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な

い
。　
一
律
な
陳

腐
な
文
辞
で
は
、
需
用
は
委
ん
で
し
ま
う
。

昭
陽
は
丁
寧
な
性
格
そ
の
ま
ま
に
、
依
頼

者
の
要
望
を
よ
く
理
解
し
、
こ
れ
に
応
え

た
の
で
あ
ろ
う
。
極
め
付
き
は
藩
主
か
ら

の
詩
書
四
百
字

の
揮
宅

（尤
も
上
司
の
依

頼
の
形
を
と

っ
て
い
る
が
）
で
あ
る
。
文

政
十

一
年

の
こ
と
、
南
冥
の
廃
蟄
か
ら
既

に
三
十
数
年
。
昭
陽
の
藩
内
評
価
は
、
学

問
上
で
の
評
価
や
真
面
目
な
勤
務
態
度

控
え
め
な
性
格
が
相
ま

っ
て
、
確
実
に
良

化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。



能 古 博 物 館 だ よ り

成 宣 園 東 塾 絵 図 原図 広瀬資料館所蔵

平成 13年 3月 15日 (4)

◆
潤
筆
料
管
理
と
イ
チ
の
内
助

潤
筆
料
は
亀
井
塾

の
経
営
に
不
可
欠

の

も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
数
額
的
な
計
算
は

難
し
い
。
前
能
古
博
物
館
長
の
故
庄
野
寿

人
先
生
は
年
間
四
拾
両
と
推
定
な
さ

っ
て

い
る
。

潤
筆
料
は
お
金
ば
か
り
で
は
な

い
。
む

し
ろ
お
金
よ
り
も
、
現
物
が
多
か

っ
た
の

で
は
な

い
か
。
米

・
麦
大
豆
は
い
う
ま
で

も
な
く
、
野
菜

・
魚

・
茶

・
酒

・
塩
か
ら

鯨
ま
で
あ
る
。
竿

・
墨

・
紙
等
。
木
炭
や

衣
類
。
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
塾

生
の
食
費
や
教
育
材
料
に
使
わ
れ
て
い
く
。

し
か
も
受
け
取
る
時
期
が
、
ず

っ
と
前

の
通
常

の
時
候
挨
拶
と
し
て
受
け
た
贈
り

物
が
、
実
は
依
頼

の
つ
も
り
で
あ

っ
た
と

か
、
煩
雑
な
こ
と
も
あ
る
。

昭
陽
は
九
帳
面
な
人
柄
で
、
こ
れ
ら
の

管
理
を
う
ま
く
行

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る

が
、
筆
者
は
、
女
性

の
細
か
い
配
慮
と
柔

軟
な
社
交

の
一異
付
け
を
感
ぜ
ず

に
い
ら
れ

な

い
。

つ
ま
り

「お
か
み
さ
ん
」
的
な
内

助
の
功
で
あ
る
。
イ
チ
の
性
格
は
、
次
号

で
述

べ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
こ
の

「お

か
み
さ
ん
」

の
役
割

に
う

っ
て
つ
け
で
あ

っ
た
。
但
し
、
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
資

料
も
日
碑
も
な
い
。

◆
習
字
塾

の
営

み

習
字
塾
は
近
辺
の
幼
学
者
を
対
象

に
す

る
も
の
で
、

い
わ
ば
寺
子
屋
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
児
童
数
に
見
合

っ
た
束
修
が

見
込
め
る
。
亀
井
塾
で
は
確
実
な
収
入
源

と
し
て
考
え
て
の
こ
と
だ
が
、
昭
陽
に
と

っ
て
は
初
心
者

へ
の
手
ほ
ど
き
で
あ
り
、

行
儀
作
法
か
ら
導
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
い
そ
う

「疲
労
」
を
感
じ
た
よ
う
で
、

し
ば
し
ば

「空
谷
日
記
」
に
記
さ
れ
て
い

夕０
。

◆
日
日
の
広
瀬
淡
窓
の

「成
宜
園
」

塾
経
常
の

赤
字
補
填
の

最
後
は
、
後

援
者
の
資
金

援
助
で
あ
る

が
、
こ
の
点

に

つ
い
て
、

日
田
の
広
瀬

淡
窓

「成
宜

園
」
と
の
比

較
に
お
い
て

考
え
て
み
た

い
。広

瀬
淡
窓

は
、
十
六
歳
よ
り
二
年
間
、
商
冥
昭
陽
の

門
で
学
ん
だ
が
、
そ
の
後
も
終
生
師
事
し
、

自
分
の
門
下
生
を
亀
井
門
に
送
り
、
更
に

研
鑽
を
積
ま
せ
た
り
し
て
い
る
。

そ
の
亀
井
塾
入
門
お
よ
び
以
後
の
見
聞

を
詳
細
に
記
録
し
た
の
が

「懐
富
楼
筆
記
」

で
あ
り
、
亀
井
塾
を
知
る
第

一
級

の
資
料

で
あ
る
。
前
回
述
べ
た
亀
井
塾
の
罹
災
時
、

避
難
先
の
姪
浜
ま
で
日
田
か
ら
訪
ね
た
時

の
記
事
も
亀
井
を
知
る
上
で
、
詳
細
で
有

用
で
あ
る
。

淡
窓
の
学
塾

「威
宜
国
」

の
出
身
者
は

四
千
人
に
の
ぼ
る
と

い
わ
れ
、
淡
窓
は
江

戸
時
代
周
指
の
大
儒

・
教
育
者
と
の
世
評

を
受
け
た
。

こ
の
理
由
は
、
塾
は
身
分
階
級
の
差
を

つ
け
ず
、
す

べ
て
の
人

に
開
放
さ
れ
、
入

退
塾
や
休
塾
は
、
各
人
の
都
合
に
ま
か
さ

れ
た
。
ま
た
経
義
は
古
義

に
拘
泥
せ
ず
、

書
を
読
む
に
も
和
漢
古
今
を
特
に
定
め
る

こ
と
な
く
、
実
に
開
明
的
で
あ

っ
た
。
品

性
の
向
上
を
主
眼
と
し
、
い
く

つ
か
の
職

を
設
け
て
塾
生
自
身
に
塾
務
を
経
験
さ
せ
、

も

つ
て
将
来
に
備
え
さ
せ
た
。
有
名
な
淡

窓
作

「休
道
詩
」
は
、
当
時
の
学
国
の
雰

囲
気
を
行
御
と
さ
せ
る
。

道
ふ
を
休
め
よ
、
他
郷
古
辛
多
し
と

胴
鞄
友
あ
り
、
自
ら
相
親
し
む

紫
扉
暁
に
出
づ
れ
ば
、
霜
雪
の
ご
と
し

君
は
川
流
を
汲
め
、
我
は
薪
を
拾
は
ん

◆
亀
井
塾
と
成
宜
園

淡
窓
の
塾
経
常

・
教
育
方
針
は
、
亀
井

塾
と
あ
る
程
度
似
て
い
る
宙
所
も
あ
る
。

亀
井
塾
は
朱
子
学
塾
に
較
べ
て
、
“
近
代
”

に
近
づ
い
て
お
り
、
淡
窓
は
こ
こ
で
二
年

間
過
ご
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
淡
窓
は
思
い
切

っ
て
こ
れ
を

開
明
化
し
た
。
特
に
経
義
を
古
文
辞
学
に

拘
泥
し
な

い
の
は
、
相
当

の
“
近
代
化
”

で
あ
ろ
う
。
亀
井
塾
は
、
そ
れ
は
出
来
な

か

っ
た
し
考
え
も
し
な
か

っ
た
。　
一
途
に

荻
生
組
傑
派
の
古
文
辞
学
の
攻
究
に
没
頭

し
た
。
要
す
る
に
難
し
か

っ
た
の
で
、
威

宜
国
の
よ
う
に
は
亀
井
塾
は
大
規
模
化
し

な
か

っ
た
。

◆
淡
窓

の
出
自

は
郡
代
代
官
所
御
用
達

商
人

淡
窓
の
財
政
基
盤
に
言
及
し
て
み
た
い
。

広
瀬
家
は
代
々
商
家
で
、
博
多
か
ら
日
田

に
転
住
し
、
当
初
は
堺
屋
の
ち
に
博
多
屋

と
改
め
た
。
父
の
代
は
日
回
代
官
所
御
用

達
商
人
も
勤
め
て
い
た
。
日
回
は
江
戸
幕

府

の
天
領
で
、
西
国
筋
の
郡
代
役
所
が
お

か
れ
て
お
り
、
天
領
で
あ
る
た
め
種
々
の

経
済
的
な
優
位
性
が
あ

っ
た
。
特
に
金
融

業
に
関
し
て
は
各
大
名

へ
の
貸
付
金

の
貸

倒
れ
が
発
生
し
に
く

い
こ
と
も
あ

っ
て
繁

盛
を
誇
り
、
史
上

に

「日
田
金
」
と
し
て

著
名
で
あ
る
。

淡
窓
は
、
博
多
屋
広
瀬
三
郎
右
衛
円
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
の
ち
体
質
虚
弱
に

よ

っ
て
、
家
業
を
弟
に
ゆ
ず
り
、
儒
業
を

主
と
す
る
。

従

っ
て
博
多
屋
の
資
産
を
塾
経
営
に
使

用
し
た
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
成
宜
園

″惑
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の
背
後
の
財
政
基
盤
に
つ
い
て
は
、
他
郷

に
も
広
く
知
ら
れ
、
塾
生
は
こ
れ
に

一
応

の
安
心
を
覚
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

淡
窓

の
生
涯
四
千
人

の
子
弟
は
、
教

育

・
塾
経
営
方
針
の
斬
新
さ
に
魅
力
を
覚

え
、
そ
の
上
で
バ
ッ
ク
の
財
政
力

へ
の
信

頼
と
が
相
ま

っ
て
、
日
田
の
癖
地
に
来
た

り
学
ん
だ
。

◆
亀
井
塾
の
後
援
者
は
浦
商
人
群

亀
井
塾
の
財
政
バ
ッ
ク
は
、
イ
チ
の
実

家
五
島
屋

（早
船
家
）
と
そ
の
縁
類
と
な

る
紙
屋

（石
橋
家
）
を
主
と
す
る
姪
浜
の

浦
商
人
で
あ
る
。
こ
れ
に

「空
谷
日
記
」

に
出
て
く
る
唐
人
町
の
橋
本
屋

（上
原
家
）

や
多
く
の
浦
商
人
、
漁
業
者
の
後
援
が
あ

っ
た
。

日
回
の
成
宜
国
に
較
べ
て
小
粒
で
あ
る

が
、
数
は
多
い
。
も
と
も
と
は
博
多
の
商

人
か
ら
の
後
援
も
存
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
南
冥
の
廃
蟄
事
件
後
次
第
に
離
れ

て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
浦
商
人

と
は
そ
の
後
も
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
。

南
冥
が
、
姪
浜
の
医
業
を
出
自
と
し
て

い
た
こ
と
も
あ
る
が
、
南
冥
の
姉
が
五
島

屋
に
嫁
し
て
い
て
、
そ
の
娘
イ
チ
は
昭
陽

の
妻
と
な

っ
て
い
る
。
五
島
屋
は
海
産
物

の
地
方
回
漕
と
い
う
小
規
模
業
で
あ

っ
て

も
積
極
的
に
亀
井
塾
を
支
え
続
け
る
。
そ

の
中
で
イ
チ
は
否
が
応
に
も
両
者
の
窓
日

に
立
ち
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
立
場
に
い
る
。

五
島
屋
は
塾
へ
届
け
物
を
よ
く
行
っ
た
。

魚
が
多
か
っ
た
。
ま
た
塾
生
の
休
暇
日
の

行
楽
に
姪
浜
を
選
ぶ
時
は
五
島
屋
が
宿
と

な
り
、
地
引
き
網
に
興
じ
た
。

五
島
屋
は
、
文
政
五
年
頃

（イ
チ
四
十

五
歳
）
、
亀
井
家
の
扶
持
米
年
七
十
五
俵
と
、

諸
手
当
米
年
八
俵
を
藩
庫
か
ら
代
理
受
領

し
、
こ
れ
に
鳥
飼
村
の
亀
井
家
所
有
の
回

地
八
反
か
ら
の
小
作
米
を
収
納
。
必
要
な

金
子
は
五
島
屋
が
要
請
に
応
じ
て
届
け
、

年
末
に
差
額
を
決
済
し
た
。
余
剰
が
あ
れ

ば
五
島
屋
の

「質
蔵
」
資
金
で
運
用
、
不

足
の
場
合
は
翌
年
繰
越
の
約
定
で
あ
る
が
、

不
足
の
こ
と
が
多
か
っ
た
。
「空
谷
日
記
」

の
各
年
末
に
な
る
と
、
こ
の
種
の
記
載
が

頻
発
す
る
。
例
え
ば
、

紙
屋
全
計
　
五
島
屋
半
計

（紙
屋
は
全

部
決
済
し
た
が
五
島
屋
は
半
分
の
み
）

文
政
六
年
末
の
差
額
は
銀
七
百
七
十
目

（金
換
算
十
二
両
余
）
の
出
超
計
算
書
が
五

島
屋
当
主
助
次
郎
か
ら
出
さ
れ
た
と

「空

谷
日
記
」
に
あ
る
。

（次
号
に
続
く
）

［訂
正
］
前
回

「閑
戸
堂
」
と
あ
る
の
は

「甘
古
堂
」

の
誤
り
で
し
た
。

【参
考
文
献
】

○
大
儒
亀
井
昭
陽
伝

（
一
）
よ
り
（十
七
）
庄
野
寿
人

（前
能
古
博
物
館
長
）

○
広
瀬
淡
窓

（吉
川
弘
文
館
人
物
叢
書
）
井
上
義
巳

事務局倫輸稗蛤∪

☆

「地
質
博
物
館
　
能
古
島
」
の
執
筆
を
お

願
い
し
て
い
る
小
川
誠
先
生
が
、
入
院
な
さ
い

ま
し
た
。
冬
、
木
葉
が
落
ち
て
い
る
間
に
能
古

島
の
石
の
採
集
を
…
は
少
し
延
期
で
す
。
い
つ

も
お
元
気
な
先
生
で
、
前
回
の
北
浦
採
石
場
跡

の
写
真
も
、
丸
尾
功
さ
ん
の
み
か
ん
山
か
ら
道

な
さ
道
を
歩
き
ま
わ

っ
て
撮

っ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
誰
も
見
て
は
い
な
い
け
れ
ど
、
コ
ッ
ソ
リ

と
い
た
だ
い
て
食
し
た
み
か
ん
は
、
ま
さ
に
蜜

村
の
味
。
丸
尾
さ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
。
も
う
す

ぐ
先
生
は
退
院
だ
そ
う
で
す
。
今
回
の
表
紙
の

写
真
は
能
古
中
学
校
に
あ
る

「元
冠
の
碇
石
」
。

写
真
を
撮
る
為
に
校
長
先
生
を
は
じ
め
大
人
四

人
が
か
り
で
校
含
の
外
へ
運
び
だ
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
翌
日
、
腰
痛
に
な

っ
た
先
生
も
い
た

と
か
…
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
碇
石

を
み
つ
け
た
石
橋
勝
氏

（能
古
島
在
住
）
に
よ

る
と
、
こ
の
石
よ
り
も
、
も

っ
と
大
き
な
碇
石

が
み
つ
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
能
古
島

へ
運
ぶ

直
前
に

「消
え
う
せ
た
。
」
と
の
こ
と
。
と
て
も

残
念
そ
う
に
話
し
て
あ
り
ま
し
た
。

☆
能
古
島
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
を
ひ
と
つ
。

島
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
窓
日
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
名
も

「の
こ
ネ
ッ
ト
』
Ｈ
山
田
慎
也
君
と
丸

尾
圭
祐
君
高
校
生
二
人

（能
古
島
在
住
）
が
設

立
し
ま
し
た
。
お
金
と
時
間
の
な
さ
を
バ
リ
バ

リ
の
若
さ
で
カ
バ
ー
し
て
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

以
下
山
田
君
の
言
葉
で
す
。
『私
達
が
め
ざ
し
て

い
る
の
は
能
古
島
を
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
第

一
弾
と
し
て
、

「
の
こ
ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
今
ま
で

も
能
古
島
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
は
個
人

的
に
創

っ
て
は
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
限
界
が

あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
能
古
島
で
商
売

や
事
業
を
お
こ
な

っ
て
い
る
方
々
の
御
協
力
を

得
、
能
古
島
の
総
含
的
な
入
口
を
確
保
し
な
け

れ
ば
、
す
べ
て
が
始
ま
ら
な
い
と
考
え
る
に
至

り
、
「の
こ
ネ
ッ
ト
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
私

達
の
力
で
、
こ
の
島
を
、
ど
の
よ
う
に
変
え
る

こ
と
が
出
来
る
の
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ

り
多
く
の
人
々
に
能
古
島
の
こ
と
を
知

っ
て
も

ら
う
窓
日
に
な
れ
る
様
、
最
大
限
の
活
動
を
お

こ
な
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。』
ア」
れ
に

伴

っ
て
当
館
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
と
Ｅ
メ
ー
ル
も

変
わ
り
ま
し
た
。
頁
の
最
後
を
御
覧
下
さ
い
。

☆
も
う
す
ぐ
桜
の
季
節
が
や
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
当
館
敷
地
内
の

一
〇
〇
本
余
り
の
桜
も
毎

年
、
み
ご
と
に
開
花
し
ま
す
。
館
内
か
ら
眺
め

る
と
そ
の
花
び
ら
は
谷
間
の
風
に
の
り
、
時
と

し
て
、
真
横
に
流
れ
舞
散
り
ま
す
。
ぜ
ひ

一
度

御
覧
下
さ
い
。

館内風景



能 古 博 物 館 だ よ り 平成 13年 3月 15日  (6)

【法
人
協
賛
会
員
】

医
療
法
人
原
土
井
病
暁

原

覚

ワ
タ
キ

ュ
ー
セ
イ
モ
ア
働

船
福
岡
メ
デ
ィ
カ
ル
リ
ー
ス

側
ア
ー
ル
ア
ン
ド

エ
ム

欄
ク
望

万
生
Ｔ

タ
サ
‐
ビ
ス

福
岡
桜
坂
郵
便
局

鬼
鞍
信
孝

福
岡
能
古
郵
便
局

西
方
俊
司

福
岡
赤
坂
郵
便
局

戸
田
正
義

日
清
医
療
食
品
欄
”
福
岡
支
店

爛
福
岡
経
営
管
理
セ
ン
タ
ー

隅
サ
ン
コ
ー

医
療
法
人

恵
光
会
原
病
院

欄
西
日
本
銀
行

和
白
支
店

僻
西
日
本
銀
行

千
代
町
支
店

船
西
日
本
銀
行

香
椎
支
店

働
西
日
本
銀
行

上
井
支
店

硼
西
日
本
銀
行
福
岡
流
通
セ
ン
タ
ー

冊
西
日
本
銀
行

新
宮
支
店

欄
西
日
本
銀
行

箱
崎
支
店

隅
西
日
本
銀
行

久
山
支
店

働
サ
ン
ネ

ッ
ト

側
福
砂
屋

船
昭
和
鉄
工

商
業

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

井
本
医
科
器
機
欄

側
九
電
工

福
岡
東
営
業

伺
高
電
社

働
夕
カ
ミ
エ
業

欄
福
東
電
設

備
電
通
技
研

出
回
塗
装

笠
松
会
有
吉
病
院

日
本

ス
ラ
ッ
ト
僻

働
川
島
工
務
店

働
内
川
工
業

働
第

一
特
殊
金
属

側
ミ
ド
リ
生

コ
ン

働
サ
ン
ワ

梶
原
塗
装
硼

文
化
シ
ャ
ッ
タ
ー
閥
ｗ九
州
特
販

エ
ス
テ
ィ
エ
業

タ
イ
ヨ
ウ
設
計

御
奥
村
組

働

三
洋

建

設

東
邦
企
画

協
同
設
備

株
式
会
社
セ
ン
タ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

∩
ウ

エ
ダ
建
築
社

九
州
防
災
工
業
佛

働
西
部
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

０
豊
友
設
備

結
合
産
業
働

欄

ニ
ッ
コ
ク
・ト
ラ
ス
ト

佛
メ
イ
デ
ン

船
ゼ
回
ッ
ク
ス

ダ
イ
ア
ド
側

働
ホ
ス
ピ
カ

榊

ニ
チ
イ
学
館

大
成
印
刷
船

ギ

ャ
ラ
リ
ー
倉

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

江
頭
会
さ
く
ら
病
院

佛

ニ
チ
ロ
九
州
支
社

善
隣
教

山
見
商
会

船
リ

コ
ー
商
会

欄
橋
本
組

下
山
工
業
欄

【協
賛
会
会
員
】

献諒姐推①③
一部山睡鉄①⑤
一押訓靴改
∞

奥
村
宏
直
⑦

笠
井
徳
三
〇

荒
木
靖
邦
③

沖
　
双
葉
①

安
陪
光
正
⑤

亀
井
准
輔
①

熊
谷
雅
子
⑥

石
橋
観

一
①

木
原
敬
吉
③

坂
国
貞
治
④

庄
野
直
彦
④

原
日
國
雄
②

森
光
英
子
②

永
井
　
功
⑤

緒
方
益
男
②

浦
上
　
健
⑦

山
本
　
稔
Ｏ

回
中
貞
輝
⑤

武
内
隆
恭
②

白
水
義
晴
②

石
野
智
首
小子
①

翠
川
文
子
⑤

多
々
羅
節
子
⑩

熊
谷
豪

三
〇

吉
原
湖
水
③

有
江
　
勉
①

山
崎
　
拓
①

上
国
　
満
③

七
熊
太
郎
⑦

西
喜
代
松
⑥

梅
田
光
治
⑤

片
桐
寛
子
②

具
島
菊
乃
⑤

瀧
栄
二
郎
③

水ヽ
回
蘇
水
⑥

西
村
後
隆
⑤

明
石
散
人
①

矢
部
俊
幸
Ｏ

【友
の
会
会
員
】

田
代
直
輝
①

西
村
蓬
頭
③

執
行
敏
彦
④

渡
辺
千
代
子
②

後
藤
和
子
０

脇
山
涌

一
郎
①

川
浪
由
紀
子
①

川
田
啓
治
③

足
達
輔
治
④

中
村
ひ
つ
え
③

古
賀
謹

二
⑦

野
尻
敬
子
③

大
野
幸
治
④

櫛
田
正
己
⑨

青
木
良
之
助
⑤

神
崎
憲
五
郎
②

金
子
柳
水
④

佐
野
　
至
①

井
手
　
大
①

宮
崎
春
夫
①

鬼
丸
碧
山
②

山
崎
エ
ツ
子
④

小
山
元
治
０

吉
瀬
宗
雄
①

古
賀
義
朗
⑩

西
山
正
昭
⑥

市
丸
喜

一
郎
⑥

豊
島
嘉
穂
②

庄
野
陽

一
⑦

守
瀬
孝

二
〇

鋤
田
祥
子
④

甲
本
達
也
⑩

日
本
政
宏
⑥

鳥
井
裕
美
子
②

濱
北
哲
郎
①

大
塚
博
久
②

小
山
富
夫
０

辻
本
雅
史
⑤

松
田
　
士偏
②

杉
浦
五
郎
②

中
野
晶
子
②

大
谷
英
彦
Ｏ

野
崎
逸
郎
⑤

住
本
　
市霞
②

山
根
ち
ず
子
①

村
山
吉
廣
②

住
本
直
之
②

大
島
節
子
④

間
所
ひ
さ
子
③

伊
藤
英
邦
Ｏ

鹿
毛
光
子
Ｏ

古
賀
朝
生
Ｏ

林
　
正
幸
②

井
上
雷
策
②

回
中
寛
治
②

土
屋
伊
磋
雄
Ｏ

白
井
重
儀
②

原
　
礼
子
Ｏ

小
堀
百
合
子
①

原
　
康

二
〇

原
　
牧
子
①

杉
み
ど
り
②

原
　
祐

一
①

山
下
清
久
②

杉
原
正
毅
③

大
久
保
昇
②

党
　
隆
雄
③

福
澤
昌
弘
②

小
嶋
幸
雄
②

福
本
孝
行
③

樋
回
陽

一
②

片
桐
淳

二
⑦

木
下
　
勤
③

桑
Ｙ
ン
ズ
エ
①

酒
井
カ
ツ
ヨ
∩
）

佐

々
木
謙
③

島
　
主我
博
③

田
上
紀
子
①

中
畑
孝
信
③

西
島
道
子
②

西
嶋
洋
子
①

村
上
靖
朝
③

森
本
憲
治
⑤

獄
村
　
魁
０

木
原
光
男
④

庄
野
健
次
⑦

鈴
木
恵
津
子
①

田
中
加
代
④

軍
永
紗
智
子
Ｏ

吉
村
陽
子
②

松
本
雄
一
郎
②

石
橋
善
弘
③

徳
重
　
劫の
Ｏ

岩
淵
謙
治
⑥

岸
本
雄

二
②

武
田
正
勝
②

武
田
初
代
子
②

近
藤
雄
文
②

西
嶋
克
司
③

樺
島
政
信
③

丸
橋
秀
雄
⑤

井
上
　
士月
②

止
杉
和
稔
Ｏ

木
村
秀
明
⑤

自
日
英
寿
⑥

野
上
哲
子
①

益
尾
天
嶽
⑤

山
崎
剛

一
〇

小
山
正
文
Ｏ

平
山
孝
博
Ｏ

石
橋
正
治
Ｏ

亀
石
正
之
Ｏ

荻
野
忠
行
Ｏ

藤
田

一
枝
Ｏ

松
尾
清
美
Ｏ

蓮
尾
正
博
①

森
　
祐
行
Ｏ

吉
安
蓉
子
Ｏ

村
上
　
牧
Ｏ

小
谷
修

一
〇

阿
部
昌
弘
Ｏ

結
城
　
進
①

永
石
順
洋
Ｏ

重
松
史
郎
Ｏ

藤
士
早

ツ
エ
Ｏ

亀
井
勝
夫
Ｏ

岸
川
　
龍
①

山
本
光
玄
Ｏ

吉
開
史
朗
Ｏ

田
中
靖
高
Ｏ

立
石
武
泰
①

伊
藤
　
茂
①

玉
置
貞
正
Ｏ

水
田
和
夫
③

木
戸
龍

一
①

岡
部
一（
弥
太
①

星
野
万
里
子
③

吉
村
雪
江
①

安
松
勇

一
①

上
国
良

一
⑦

高
田
浩

二
〇

桑
野
次
男
①

藤
木
充
子
①

和
国
家
子
③

板
木
継
生
Ｏ

行
成
静
子
①

鬼
塚
義
弘
⑨

片
岡
洋

一
①

石
川
文
之
③

橋
本
敏
夫
②

山
内
重
太
郎
①

都
筑
久
馬
⑦

斎
藤
　
拓
③

横
山
智

一
①

古
賀
清
子
①

宮
崎
　
集
②

西
　
政
憲
①

岡
本
金
蔵
⑦

三
宅
碧
子
①

星
野
金
子
②

林
十
九
楼
Ｏ

宮
　
徹
男
①

安
永
友
儀
①

織
回
喜
代
治
⑥
）

上
国
　
博
Ｏ

鶴
田
呑
ヽヽ
子
②

塚
本
美
和
子
⑤

伊
藤
康
彦
⑤

寺
岡
秀
責
④

原
田
種
美
⑤

奥
田
　
稔
②

石
橋
清
助
③

井
上
敏
枝
⑤

隈
丸
清
次
②

吉
日中
と
き
代
⑤

浜
野
信

一
郎
⑤

大
山
宇

一
①

葉
山
政
志
⑤

川
島
貞
雄
⑦

】序
　
洋
子
０

柳
山
美
多
吉
小②

久
芳
正
隆
②

半
田
耕
典
①

武
藤
瑞
こ
④

荘
山
雅
敏
⑤

吉
田
洋

一
⑤

永
岡
喜
代
太
⑤

神
戸
純
子
④

渡
辺
美
津
子
Ｏ

山
田
博
子
⑤

佐
藤
泰
弘
⑤

前
田
静
子
④

飯
田
　
晃
⑤

吉
同
克
江
③

神
戸
　
聡
③

林
野
祥
子
③

田
里
朝
男
③

吉
田

一
郎
①

池
田
修
三
⑤

黒
田
喜
美
子
Ｏ

岩
谷
正
子
Ｏ

小
川
正
幸
②

権
藤
菊
朗
②

井
手
役

一
郎
②

増
田
義
哉
③

宮
嶋
熊
太
郎
④

土
井
千
草
①

松
坂
洋
昌
③

稲
永
　
実
①

鹿
毛
博
通
④

古
川
映
子
④

松
井
俊
規
③

衛
藤
博
史
④

伊
藤
泰
輔
③

※
新
規
の
御
加
入

（先
号
以
後
、
平
成
十
三
年
二
月

二
十
八
日
現
在
）
を
、
記
載
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
卒
ご
芳
名
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

友
の
会
　
　
　
年
間
３
千
円

（何
日
で
も
可
）

⌒館
の
活
動
、
館
誌
購
読
と
催
事
企
画
に
参
加
）

自
然
と
文
化
の
小
天
地
創
造

客

海

裾

残

協
賛
会

（個
人
）
年
間
１
万
円

（何
口
で
も
可
）

〃
　

（法
人
）
年
間
３
万
円

（何
口
で
も
可
）

〔鍋軸断が藁酬剃集、施設整備等の資
〕

納
入
方
法
＝
郵
便
振
常

ｏ
ｌ
７
３
０
１
９
１
６
０
９
７
０

財
団
法
人
　
能
古
博
物
館

右
の
会
費
受
領
は
、
そ
の
都
度
本
誌
に
掲
載
、

以
後
会
費
相
当
期
間
を
名
簿
に
し
ま
す
。

※
の
こ
ネ
ッ
ト
が
立
ち
上
が
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ

・
Ｅ
メ
ー
ル
が
左
記
の
様
に
な
り
ま
し

た
。
変
更
を
お
願
い
し
ま
す
。

印
刷
　
大
成
印
刷
株
式
会
社

・能古博物館ご案内・

開 館  9i30～ 17:00(入 館16:30ま で)

休館日 12月 1日 ～2月 末日の冬季のみ休館

入館料 大 人400円 ・中高生200円

交 通  姪 浜 能 古行渡船場→フェリー (10分)
→能古 (徒歩 5分 )→ 博物館

〒819-0012 福岡市西区能古522-2

な (092)883-2887

FAI(092)883-2881

ホームページ http://www nokonet,com/museum

メールアドレス museum④nokonetcOm


